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アセチル CoAはTCAサイクルに関する細胞のエネルギー代謝で重要な役割を
有する｡ここでは､その反応性に着目して､人工触媒を用いた触媒促進蛍光イメ

ージング法の提案を行 う｡アセチル化によって蛍光が増大するローダミンベース

の蛍光プローブRH-NH2を新たに開発し､さらにアシル転移触媒を併用すること
により､細胞内ミトコンドリアでのアセチルCoAをモニターする方法の開発を目
指した｡RH-NH2は､アシル転移触媒PBu3下でアセチル化剤を加えた場合､5分
以内に5倍程度の蛍光増大を得た｡また､アセチル化剤としてアセチルCoAのモ
デルチオエステルを加えると､同様に速やかな蛍光増大を得､また蛍光強度の濃

度依存性が示された｡このことから､RH-NH2とPBu3の組み合わせによっては生
体条件でのアセチル化反応の観測が可能であると示唆された｡RH-NH2を HeLa
細胞に投与すると､ミトコンドリアに局在し､PBu3を細胞に投与することによっ
て ミ トコン ドリアのアセチル

CoA由来反応によるとみられる
蛍光増大が観測された｡これによ

り生細胞ミトコンドリア内での

アセチル CoAの活性化によるイ
メージングを可能にした｡細胞内

アセチル CoAの可視化は細胞レ
ベルの疾患 (動脈硬化､高脂血症

等)の病理学的､生理学的理解に

つながると期待できる｡
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